
























































研 究 成 績
 1)無処置群。細網恕1胞では概してAcP,Es,ATip-a6e,メ9-Glが高く,一部ではAlP
 SD馬cγ七〇,LDHも高い。しかしその活性差は細胞の形態,大きさ,局在部位などにより多少
 異なる。すなわち,小型細胞むよび中型の不整形細胞,あるいは中間洞,二次小節およびそ'の周
 m¢)細胞は僅かに低い。これに対し大型細胞むよび中型の円形細胞,あるいは辺縁洞,髄洞諭よ
 び髄索の細胞は高い。例外的に活性の低い大型合胞様細胞がこ次小節周囲および髄索中延みられ
 る。洞内皮では,一般にAlPが高ぐ,ATP-aseは一部πのみ弱陽性,Es,'θ一Glは陰性。
 ・、cPは'彼険リンパ節中,腸間膜リンパ節洞内皮にのみ弱陽性。
 2)瓢粒投与群。墨粒食食に伴い・貪食細胞と非貧食細胞との間に・細網細胞では酵素活性に
 大きな差が現われるのに対し,洞内皮では明らかでない。すなわち,細網細胞では貪食に伴い,
 AcP,E8が上昇,ATP-a8eが胞体内て上昇,胞棒線で低下する。〆9-Glは高度の貪食で低
 下するが,軽度貪食`で不変oSDH,Gy`to、LDHは1軽震iの貢喪で上昇,高度の貪食で低下する。
 洞内皮ではE6の陽性化があり,辺縁および髄洞内皮の活性が軽度にみられる。
 5)網内系賦活剤投・与群。纏屑細胞では,Acf,Es,ATLa6e,,8-Uユ,SDH,Gy・七〇,
 LDHが明らかに上昇する。他方,ATP-a8e陽1生の洞内皮力{多少増加する。また腋窩お・よび
 腰リンパ節洞内皮にACPがはじめて出現する。
 4)リンパ管内皮やリンパ節二次小節内に分布する毛細血管はAIP,ATP-a8eが高ぐ,
 AcP,Es,β一σエがみられない。網棚木叢内皮ではAlp,ATP-a8eが高ぐ,AcP,Esも
 みられる。肝KUPffer星細胞,骨髄類洞内皮むよび副腎洞様血管内皮ではAcpが高く,そ
 の他の酵素反応も陽性。
 考按ならびに結論
 1)リンパ節細網細胞は概して酵素活性に富むが,個々の細胞間には形態,大きさおよび局在
 部位により,多少の活性差が認められる。著者はこの活性差は機能相によるものと理解し,酵素
 組織化学的に機能型,増殖型むよび支柱型の5型に分けて整理した。
 2)一般のリンパ節洞内皮は,次の諸般の成績上,網内系から除外して扱うべきものと考えら
 れる。(イ)リンパ節細網細胞と洞内皮とは,無処置時とくに水解酵素にむいて著明な酵素活性
 の差を示すばかりでなく,貪食あるいは網内系賦活剤投与に伴う酵素活性の変動状態も異にする。
 またAユPの細胞内局在も異在る。この点,細網細胞と洞内皮との間に謙銀を画すことが可能で
 あり,洞内皮を沿岸細胞の名の下にリンパ流に面した扁平化細網細胞とみなす考え方を否定する
 ことができる。(・)リンパ節洞内皮とリンパ管内皮あるいは一般の毛細血管とは,酵素配列上,
 かなり類似の所見を示すが,洞内皮はAユPがリンパ管内に比し僅かに低く,またAlPとATE-
 a日eが毛細血管に比し僅かに低い。この点,洞内皮はそれらとも酵素活性.上区別することができ
 る。〔ハ)血管内皮のうち,特殊な分化を示す肝Kupffer星細胞,骨髄類洞内皮かよび副腎
 洞様毛細管内皮は,網内系に所属するものとして扱われているが,酵素組織化学の上からも,殊
 にAユPの所見を異にする点を除けば,洞内皮よりも細網細胞に近い性格を示す。
 5)例外的に,腸間膜リンパ節洞内皮は,無処置動物ですでにAcP活性を示し,その活発な
 貪食能を示唆した。生理的炎症にある腸の所属11ンパ節であるからには,正常動物においてさえ
 ある程度の刺激状態にあることも当然考えられるが,その事実は本細胞を,光顕的に旺盛た貧食
 能を指標として分類された網内系の概念下に包括して理解する立場を支持する根拠となりうる。
結 語
 マウスリンパ節は酵素組織化学的検索の結果,次のことが判明した。
 マ)リンパ節細網細胞は機能型,増殖型,支柱型の5型に分けられろ。
 2)(イ)リンパ節細網細胞と洞内皮とは,酵素活性上.,異なる細胞種である。(・)洞内皮
 とリンパ管内皮とは酵素活性の点で僅かに異なる。〔ハ)洞内皮は一般の血管内皮とも酵素活桂.ヒ
 の点でわすかに異なり,また血管内皮由来の細網内皮とは,かなり異煮つた酵素配列を示す。
 3)。珪罪号耳糞リンノぐ節～同内皮と実f也音Bリンノ{食付†同内皮と異なり,真駈処慨動物でもACPギ舌1生方{目立
 つ点,貪食能を指標とする網内系の系統下に卦ぐことができる。
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 審査結果の要旨
 リンパ節洞内皮の帰属については古ぐから見解の一致をみておらず,これをリンパ流1て直接面
 した扁平化細網細胞として網内系に入れる考え方と,リンパ管固有内皮とみなす立場とが対立し
 ている。近年の電顕的な細胞レベルの検索によっても一致した結論を得ていない。
 洞内皮は同定の困難なこともあってその酵素活性についての報告は少いが,本研究は酵素組織
 化学の面からその位置づけを明確にしたものである。洞内皮と細網細胞との比較に当っては,墨
 粒投与於よび網内系賦活剤投与動物の検索がなされている。また,リンパ管内皮,リンパ箭内分
 ズi通直管内皮かよび肝KUPffer星細胞などとの比較も行われている。
 .この研究においては.詳細た酵素活性を観察するため,電顕用ガラスナ・1フ標本による独自の
 方法を開拓し,同時に11種の酵素染色を試みるに当っても,比較を厳密に行うため種々の創意
 工夫がなされている。その結果,1)本研究の成績にかいて,酸性フォスファターゼをはじめと
 すろ大部分の酵素活・ldiは細網細胞に高ぐ,洞内皮で1、士低いか陰性であった。例外的にアルカリ・1生
 フォスファターゼだけは洞内皮のi方に高く,加えて両者の活性顆粒の細胞内局在も異なることを
 明らかにしてある。また.墨粒あるいほ網内系賦活剤投身に伴凸酵素活・陸の変動も異なるところ
 がら,洞内皮と細網細胞を互に異走る細胞腫と断定していろ。2)洞内皮が,細網内皮とリンパ
 管内皮との中間的存在であることについて,酵素絹織化崇的裏付けを明確にしてあみ。5)本研
 究にむいては,リンパ節細網細胞に従来から記載されてきた2型,すなわち大型で酵素活性の高
 い機能型と小型で活性の低い増殖塑を認め亥・と共に,このほかに活性の低い大理1かつ合胞楢細胞
 を新たに観察し,支1柱ヲ翠」部浮摺細胞と仮称した。
 以上,本研究によつてえられた成・果は網内系の形態堂的研究分野に貢献するところ大であり,
 本論文は堂位の価値のあるものと認められる。
'
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